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朝鮮半島の「現在」を展示する

岡田浩樹（甲子園大学）

 今回の国立民族学博物館における新しい朝鮮半島展示には、以前の展示と比較する

と一つの特徴がある。それらの相違点は朝鮮（韓国）研究だけでなく、博物館展示や

文化人類学における今日的視点と問題をも示唆している。以下のコメントは、新展示

のお手伝いをした者の立場から、一つの見解を述べたいと思う。ただし、この見解は

あくまでも個人的なものであることをお断りしたい。

 博物館は、まずは対象となる文化を展示することが第1の目的とされる。しかし、

博物館の展示は、対象となる文化を「発見」したり、客観的に実在する「本物」を提

示することのみにとどまらない。博物館の展示はある種のレトリカルな描写、表象的

行為なのである。この意味で、今回の展示をめぐる、およびこれに伴って韓国人研究

者を招いておこなわれたシンポジウムは、まさに博物館の表象的行為をめぐる議論と

してとらえるべきなのであろう。この表象的行為とは、展示する側の視点、すなわち

研究者のまなざしを反映するゆえに、対象についての認識論的問題を提起する。

 新展示の特徴は、 「伝統」ではなく 「現在」に展示の一つの出発点が置かれている

ことである。このため、北朝鮮については資料上の制約があり、結果的に現在の韓国

社会のモノに集中している。この点は将来解決されるべき問題として重要な議論では

あるものの、ここでは詳しく触れないでおくことにする。

 展示の出発点が「現在」にあることは、現在のモノを展示することのみを意味する

のではない。儒教、巫俗など、朝鮮半島の「伝統文化」あるいは「基層文化」の要素

と見なされるモノについても、今回新しく収集されたモノが積極的に展示されている。

ここに「伝統」や「歴史」ではなく、文化の多声性、可変性への視点がある。

 民博における朝鮮半島関係の収蔵資料は、まず宮本常一らが中心になっておこなっ

た戦前の多島海（全羅野道などの海岸、島嘆地域）収集品、あるいは慶尚南道地域を

中心とした「蔚山コレクション」があり、それ自体歴史学的・民俗学的な資料価値は

非常に高いものと思われる。また以前の展示品は1970年後半に祖父江孝男を中心とし

て収集され、高度成長期以前の資料が多く収集されている。その後1980年代に桜井哲

男が中心となった補充的な収集があった、結果として現在民博には祖先祭祀の祭器や
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岡田浩樹（甲子園大學）
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巫具など、年代が異なる「同じ」モノが数種類存在する。

 しかし、今回の展示においては以前の展示されていたモノを利用しつつも、今回19

90年代後半に収集されたモノが多く展示されている。また、従来の祖先祭祀の祭器を

使った展示についても、これを祖先の位牌の側から見るという工夫だけでなく、拝礼

をする子孫はいわゆる「伝統的な」祭服ではなく、背広を着ている。そこで再現され

ているのは、今日の忌祭である。

 旧展示は、両班／常民の伝統、かつて秋葉隆が指摘した儒教文化と巫俗文化を代表

とする「朝鮮社会・文化の二重性」を社会全体の構造的特徴として把握し、それをモ

ノによって可視化していた。つまり二重構造が朝鮮社会・文化の基本的枠組みをなす

という認識に基づいていた。個々のモノは、二重構造に分類され、位置づけられてお

り、一種の記号として取り扱われていた。

 一方、新しい展示においては、まず構造やシステムからモノを見るのではなく、モ

ノという「くそリアリズム」からモノそれ自体から今日を展示しようという姿勢があ

るように思われる。新展示では巫俗、仏教、儒教、キリスト教などにコーナーによっ

て分類されてはいる。しかしながら、相互の影響だけでなく、まずモノがあることを

前提にし、これを便宜的に分類したことを示唆する箇所がある。

 例えば、巫俗に近いところにある仏画は、その中に巫俗の神々がいることで、巫俗

のモノと仏教のモノが明確に分類できないことを暗示するものである。この仏教の展

示に関わった者としての述べれば、歴史的重層性や連続性ではなく、現在の同時代性

を強調することにあった。あるモノは歴史的重層性の産物としてのみ見るのではなく、

まずは個々の経歴を備えたモノであり、ある時点に存在するのである。歴史的因果関

係でたやすく結べない個性的なモノたちは、整合性を備えた構造や重層的な歴史では

なく、一種の文化的多野性、可変性を提示できる可能性を秘めている。

 年間述べ100万人が韓国を訪れる今日において、この文化的多声性・可変性は、観

客にとってのリアリティでもあろう。この現在における同時代性、多特性・可変性の

展示は、今後の方向性のひとつとなっていくと思われる。ただしモデル化された構造

や歴史を展示するスタイルは観客にとって容易に理解しやすいことも事実であろう。

このような意図をいかに展示に反映させるかが今後の課題であろう。また、展示され

たモノが構成するのが研究者の一部がとらえたリアリズムではなく、そのモノが同時

代性を示すことについての実証性もどこかで確保せねばならないと思われる。

 つぎに新展示には、現在における「民族的な」モノをめぐる視点がある。現在に出
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発点があることが端的に示されるのは、、入り口近くのコーナーである。そこには、

現代の子供文化や生活用品がある。従来の国立民族学博物館の展示においては、伝統

と近代ではなく、 「プラスチック」以前／以後という基準が採用されていた。しかし、

この基準はプラスチックのモノの登場には、どのような社会的・文化的意味があるか、

指標としての妥当性についての議論はやや不明瞭なままであった。これに対し新展示

では、今日の韓国（日本人も）の生活をめぐるモノが主にプラスチックをはじめとし

た工業製品で構成されている。

 興味深い問題は、生活用品に展示されたモノと展示されないモノの対比であろう。

冷蔵庫、炊飯ジャーなどの電化生活用品はおそらく展示されることがない。こうした

電化製品、工業製品はむしろ現在の韓国人の日常生活を支える生活用品＝モノである。

しかし、これらのモノは「朝鮮（韓国）的」ではないために展示されない。我々の現

実の生活世界を構成するモノは標準化・均一化された工業製品に取り囲まれていよう

とも、 「民族学」博物館の展示の際には当該文化に固有なモノを「サルベージ」しな

ければならないのである。あるいは今回の朝鮮半島新展示がそうであるように、キム

チ冷蔵庫、子供のハングル学習表、プラスチックのパガジなど、エスニックな記号を

付与しやすいモノを選んで展示することになり、必然的に本質主義的立場に立たざる

を得ない。当該社会でコカ・コーラがいかに飲まれていても、それを地域や民族の生

活を提示する資料として展示することはできない。実際の生活用品の世界規模の標準

化・均質化の過程が進行する中で、それぞれの文化に特徴的な（民族的）モノをサル

ベージし、展示しなければ民族学博物館ではなくなるのである。このことにより当該

社会の現実とは異なるイメージを展示が創り出す可能性がある。つまり博物館展示に

おける「民族的」なモノを区別する基準、民族の定義という議論が改めて問い直され

ることになる。

 プラスチック以前のモノを展示するという旧展示の基準には、伝統と近代という二

元論的立場に立つ視点がある。しかしこの視点は、プラスチック以前を均質な時間や

空間として、通時的変化や歴史性を隠蔽する可能性があった。そして現在の当該文化

のあり方と乖離した過去の伝統のイメージを創り出す問題に直面した。この乖離はま

すます近年大きくなっていたように思われる。これに対して今回の新展示は、同時代

的の朝鮮半島の文化の同時代性を展示しようとした試みとして評価できよう。この視

点は、伝統と近代を固定した区分とし、相互に相容いれないものとする「誤った本質

的な二元化」［Hander＆Linnekin 1984＊］を回避するものである。
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二言入国ス1蕗セ珠♀司暑到む盤想下刈切屠〒噌司・セ暑君書豆歪糾・

量望糾宅暑唱刈・苦三生暑司舛司 銀1斗エ胡呈， 「剋香司・」叫暑望｝釧 野馬1

圃（川モ… 司1しま 三門斗◎11 エ♀を 暑そi｛｝  「こ〒1一≒｝（salvage）」 糾ス1 蕗≦≧唱 （暑：iヨτ斗．

二三01二七魁三石入1フトユ己憧｝唄刺碧，沼ヌ1咽をエ，明遇。回聾き叫青

丑，三二ム目叫7二号望否号♀到フ1」堂暑早・→苛フ1到金二君暑湿問司・

司型入1脅皇呈凧遭望司皇呈暑召手到三唱を三三ス1罎｝冷叡U｝．言冊

朴司州刈叫早司ヨヲト暑ヲト三子冠亡トエ二王，ユ唄暑ス図可惜否到想暑

暑刈入固セスト豆呈州石入1司セ裂｛｝暑7ドま苛叫．全1刈想書暑二三矧刃i丑

呈到王丁丁・量召糾三碧・1を下司旧号・弔，z｝z回｛｝糾d1号碧司勉（剋否

司）暑そ｝書 子≒｝（salvage）誹（月 起入1き｝・ス1 鴇美壬じ㍗週 丁香す｝叫号室｝01 叡（判ス1セ

唄・1τL・1召皇呈早日週入17ト司望入団釧む召三二杢｝・1尋・1・1ス1暑君

三碧フド8想・1戴珠召号叫暑普組入1・丁丁「剋否司」rユ暑』d暑〒・門司・

セ71歪，望手到閣q（定義）叫セ芒到升叫入1翌エ唱σ17ト叶重｝｛｝刈7｝宅
u｝．

著叫ム目。レ苞潮暑ld暑石入1耐目÷三飾d一回フ1歪叫セ，石暑叫モ｝q1叫セ

・1♀墨三三モ｝dl旭入1 Z｝・1気亡Lユ己i耳。1入τZ｝｛｝著叫ム目・レd｛｝量召

尋入レ丑喫暑君皇呈州暑入囚遇糾喫『日工暑書淵邊7ドま思・1戴二巴．

ユ司エ電ス刊二胡号｛｝糾到伊刈唐剤斗四望・恥1斗刃到週暑・回ス陪智

苦苛ゼ恐刈朔三門三珠・1暑唱・判召喜モ司召召司引ス1エ叙牛裂ヌ帽

想z：卜宅叫．。1司閉胡01剋到新石刃セ暑入1引司勉選魁王到呈予予暑入1司
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 この二元論の立場によれば、伝統は明確に区分される構成要素の実体として認識さ

れる。展示されるモノの選択に際しては、各構成要素における代表性が問われるだけ

でなく、きわめて「伝統」についての価値観が選択の基準に反映する。 「もっとも伝

統的」なモノを選ぶという視点は、しばしば、歴史学的な基準ではなく、象徴として

「伝統的」な価値をもつか、否かという政治的な議論になりがちである。この問題は、

シンポジウムにおいても模造品の展示をめぐる問題として、韓国人研究者との議論で

も見いだすことができた。また朝鮮半島における歴史的重層性を過度に強調すること

は、他地域の展示とのバランスを崩す。同時に歴史の継続が民族や国家の優位性を証

明するというナショナリステックな言説を一方的に支持することになりかねない。

「民族」博物館がそもそも文化をめぐる表象的行為の場である以上、こうした議論、

問題は避けがたいであろう。 「現在」を重視した場合にも「固有性」や「民族性」を

サルベージ、創造する可能性があり、この議論から免れるわけにはいかない。展示の

中でこの問題をどのように解決するのか、今回の新展示の試みは重要な問題を顕在化

させたと言えよう。

 一方、今回の新展示は「伝統」や「歴史」を展示することを第1の目的としていな

い。むしろ今日の朝鮮半島の文化を日本人研究者としての我々がいかに表象するかの

問題意識に立つことで、朝鮮半島の「伝統」についての日韓の共通認識を反映する場

やせめぎ合いの場を提供する可能性を秘めている。これは忌避すべきことではなく、

対話の糸口となると考えるのは楽観的すぎるであろうか。もはや日韓が一方的に相手

を表象すればよかった時代は去りつつある。仮に韓国において日本文化を展示する機

会があるならば、そこでの問題と今回の国立民族学博物館新展示をめぐる問題をつき

あわせると文化人類学、民俗学、文化研究の上で有益な議論を提供するに違いない。

そのような可能性をも秘めるという意味で、今回の新展示とこれに続くシンポジウム

における議論の今後の展開に期待したい。

＊Hander， Richard ＆ Linnekin， Jocelyn． Tradition，

l of American Forklore， vol．97 PP．273－274， 1984

性』1996未来社 125－156頁も参考にした）

Genuine or Spurious， Journa

（岩竹美佳子訳『民俗学の政治
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相暑週入固・司エ重｝入1三呈囚碧7ト重｝ζ午戴裁亡ト．01入1之1｛≧週筈コトモ｝1現暑

エ碧入1剋〒・甚立呈，刈呈暑薯望糾ス1鴇セ「召昊宅薯召司剋。阻糾」

［Hander＆Linnekin 1984＊］暑司司司・モ∋唄01τ｝．

・101望喜釧（召を州到きドヨ，週暑｛｝噌斗司一刃1子甚到セ干碧豆・杢到想刈

呈列？1剤宅1斗．そ1利回暑石弓旭日哲剛司セ4子下皇杢到司豆想暑暑

暑讐・国叫，「石暑」司1州聾7トヌ阻。1冠司フ1｛矧魁噌宅u｝．「日辛日

田暑司q」 暑三三翌周回亡ド旨入1z｝書善奢q魅｝叫四望フ1歪010ト目モ斗甘

碧立呈州「そ1暑司」qフトヌ1暑7トス1セ7ト・ト1d7ト司÷碧ヌ国剋芒到7ト三

三二三・1を叫．・1呈二二二王ス陪・州二王三三苦組入七二司舛セ呈刈

呈三重｝号？ユq〒・ス国回芒到司1ンr王子君邊牛銀銀二王を鞭｝二丁望

入一号・ま碧暑二王苛二二蚤苛セ唄・平日ス円二三入糾円量五二〃碗些二

三ト．暑入子円入ト到刃1舎01剋香喫…号7回♀♀1想｛｝吾噌重｝亡R壬マ1二手到

司三品培望磐司，三三ス図二二唄・1望ス匠旦二二．「望香」叫号モ｝・1

・刊主早日真言暑暑二二セ豆甘気墾剰工場『ユ。レΣ｝，01三選芒91，呈刈セ

司司・フ1・判司音唄・碍．「観ス刊」暑号入1を碧♀三二「コ．♀層」喫「二二

～ぎ」 ｛｝ こ子≒｝（salvage）司・（：弓 を三歪重｝ フ㌃皆ノま01 戴1工L，01 ：モ…910刊入1 唄（：日～ま 牛モ…

叡叫．石入1ぞ州刈。1暑刈暑・判乱川古刊二二裂？1スL・団新そ1入回入1三セ

吾且耐暑刈暑むス二三（顯在化）入｝藍田エ．魁二二叙三二．

重｝乱・偲新石入1セ「二二」喫「9入」到記入屠刃11到三三呈糾ス1

鴇ゼ叫．皇司司二二せ三層肚呈三二糾｛｝二二（ぴヨ子スト呈刈到♀司暑・1

明望囚1王杢｝司・セ・7㍗三三・｛捌到・判刈刈，姻｝王到「団子」列二重｝重｝望

誓号到苦言『ユ剤三二曽司・弓場喫刈呈暑望鷲司一弓場三二暑琶7ドま慰二

三エ戴1斗。01裂薯フ1二胡叶三二010ト月叫τ刊糾到盈二二三宅t斗エ想Z：卜

苛遇司直骨普二二ηL（判と入刊を望。1二二司豆呈甘三三豆杢｝胡刈二子思

入1q1セ7圏二二．7ド二重｝二三1・補磐装｝亙｛｝冠入｝哲7団7レ叙t二三，ユ三州

二三呈刈斗01二号省剋二三叫暑堅｝新石入1暑暑司畳呈三三二丁01週，呈

糾q昇重｝，三舎叫，｛｝糾望子杢矧刈♀叫重｝三王暑刈二重｝司1暑壱01叡τ斗．

・1三二フドま二王？｝ユ叙二三潮・回1ン『，・1剋q新石入1斗忍王ス陪二二到

7ト。1早司1・二二1石7四・二丁環qス1フ二三エ銀叫．

＊Hander， Richard＆Linnenkin， Jocelyn． Tradition， Genuine or Spuhous，

Joumal of American Forklore， vol，97， pp．273－274．，1984（岩竹美佳子明，

『民俗學の政治性』，1996，未來杜，125－156司01ス1呈君エ呈殻亡D
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